
令和５年度 第４回 長岡警察署協議会議事概要

開催日時 令和６年２月21日（水）午後３時00分から午後４時30分まで

開催場所 長岡警察署

田中（康）会長 酒井副会長

計11人委 員
石曽根委員 片野委員 近藤委員

佐藤（央）委員 佐藤（義）委員 須栗委員（ ）定数15人
出席者 番場委員 星野委員 丸山委員

（会長、副会長を除き50音順）

計８人警 察
金子署長 小林副署長

川瀬地域官 村山刑事官

遠藤警務課長 中村生活安全課長 金塚交通課長

山崎警備課長

前回の答申事項に対する業務推進状況

前回答申した重点推進項目の取組状況について、下記のとおり説明があった。

１ 地域の犯罪情勢に即した犯罪抑止対策の推進

(1) 安心感を高める街頭活動の強化

ア 制服警察官やパトロールカーによる「見せる警戒 「見守り活動」を強化」

イ 犯罪の多発時間帯・地域に重点を置いた効果的な警ら活動を推進

ウ 積極的な職務質問による犯罪の抑止・検挙活動を推進

エ 効果的な巡回連絡による特殊詐欺等の犯罪や交通事故の抑止、困り事等の把握

(2) 特殊詐欺被害防止対策の強化

(3) 子供女性安全対策の推進

２ 悪質・重要犯罪、組織犯罪の検挙

(1) 重要犯罪、重要窃盗犯罪の検挙活動の強化

(2) 組織犯罪の検挙活動の強化

３ 交通事故防止対策の推進

(1) 高齢者交通事故防止対策の強化

(2) 通学路・生活道路における交通事故防止対策の強化



諮問

当面の重点推進事項について、下記のとおり諮問があった。

１ 地域の犯罪情勢に即した犯罪抑止対策の推進

(1) 安心感を高める街頭活動の強化

(2) 特殊詐欺被害防止対策の強化

(3) 子供女性安全対策の推進

２ 悪質･重要犯罪、組織犯罪の検挙

(1) 重要犯罪・重要窃盗犯罪の検挙活動の強化

(2) 組織犯罪の検挙活動の強化

３ 交通事故防止対策の推進

(1) 高齢者交通事故防止対策の強化

(2) 通学路・生活道路における交通事故防止対策の推進

答申

、 、 。長岡警察署協議会として協議 検討した結果 諮問のとおり推進するよう答申した

「速度等取締り指針」の策定

交通事故発生実態に合わせた速度等取締りの説明があり、了承した。

意見・要望・質疑等（○は署長等の説明）

１ 前回の答申事項に関する取組について

⑴ 一昨年以降、管内の特殊詐欺被害の発生が減少している理由について伺う。

○ 地元ケーブルテレビ局や路線バス会社と協力した被害防止広報、コンビニエ

ンスストアや金融機関の職員による声掛け活動などが、被害を減少させた一因

であると考えられます。

⑵ 管理する施設に宗教の勧誘目的で立ち入る者がいて困っているが、対応方法に

ついて伺う。

○ 施設管理権に基づいて、施設管理者としての意思を相手方に明確に伝えてく

ださい。それでも退去しなかったり、その後も繰り返し訪問してくるようであ

れば、１１０番通報してください。

⑶ スクールサポーターによる学校職員を対象とした不審者対応訓練が効果的で

あったことから、この取組を進めて頂きたい。

、 。○ ご意見を参考にして 効果的な不審者対応訓練の実施に取り組んで参ります



２ その他の意見等

⑴ 自動車の運転免許を更新する際の高齢者講習については、受講すれば誰でも必

ず免許更新ができるのか伺う。

○ 通常、70歳から74歳までの方は、高齢者講習を受講すれば運転免許の更新が

できます。加えて、75歳以上の方は認知機能検査があるほか、一定の違反歴が

ある方には運転技能検査があります。最終的に、認知症であれば運転免許の取

り消し等があるほか、運転技能検査に合格しなかった場合は運転免許の更新は

できません。

⑵ 昨年12月以降における児童生徒の様子や、学校職員への指導助言等について伺

う。

○ 特性を持つ少年の家庭内暴力などの届出はありますが、管内の児童生徒は落

ち着いている状況です。

警察では「学校・警察相互連絡制度」に基づいて、学校への連絡を行ってい

ますが、学校側からも「児童生徒の非行等の問題行動 「いじめ事案」などに」

ついては、被害の未然防止と拡大防止等の観点から、積極的に情報提供をお願

いします。

⑶ 昨年12月以降における児童生徒の交通事故等の状況や、学校職員への指導助言

等について伺う。

○ 本年２月に入り、児童と自動車が衝突する事故が発生しました。

、 「 」「 」新入学児童に対しては 保護者や学校職員から 安全確認 飛び出し防止

「危険箇所」などを指導して頂きたい。

、 「 」 、また 自転車を運転する児童生徒には ヘルメットの着用 について指導し

保護者に対しても全年齢でヘルメット着用の努力義務があるこを伝え、自転車

乗車用ヘルメットの着用促進に協力して頂きたい。

万が一、通学中に交通事故にあった際には「大丈夫」と言って立ち去ること

なく、その場からすぐに警察に通報するよう児童生徒に指導して頂きたい。


